
焼き板 
１ 所要時間  ２時間 

２ 服装      活動しやすい服装（長ズボンは必須、長袖は着用が望ましい） 

３ 準備物     

・ 利用者    軍手 古新聞(１グループで２日分程度) 

・ 施設側    一班ごとの基本貸出しセット（最大１６セット） 

         

 

 

 

 

 

 

４ 活動の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品名 数量 品名 数量 

火ばさみ １０ アルミケース １ 

たわし １０ ポスカ ６ 

不燃布 １０ 木工用ボンド １ 

鉄缶 １ まき 約10本 

 

分 
活動内容 

０ センター職員による全体説明（小集会場） 

１５ ●鉄缶、用具セットの受け取る。(鉄缶係、用具係 各１名ずつ) 

各貸出し物の諸注意を聞く。 

 

・数を確認する。(用具係) 

４０ ●野外炊事場の坂の両端に鉄缶を設置し、板を焼く。 

 

●焼いた杉板をたわしでけずり、布で拭き仕上げる。  

８０ ●炊事場テーブルに移動して目玉、ヒートン、ひもを付ける。 

 

●ポスカで色を塗る。 

１００ 用具の数を確認し、返却する。 

 

１２０ 片付け・解散 



５ 活動の留意点 

（１）活動計画上の留意点 

〔発注について〕 

・ 各班の人数は１セットで最大１０名まで活動可能である。形については、角板、イノシシ、ホトトギ

ス、ミミズクの中から選択する。 

・ 着色は桃、黄、緑、青、白×２のポスカで行う。 

   ・ 板とポスカ以外に、ヒートン（留め具）２個と紐（つるし用）１本と目玉を配布する。 

  

＜雨天時の対応について＞ 

   雨天時の活動場所は野外活動棟軒下、第１調理場、雨天炊事場を使っての活動が可能である。各団体の規

模に応じて使い分けることが可能なので、雨天対応について事前に職員と打ち合わせること。なお、各施設

の最大収容人数は以下のとおり。 

   

   

 

 

（２）安全管理上の留意点 

・ 火を扱う活動の時は必ず軍手を着用すること。 

・ マッチや、火の取り扱いには十分に留意し、指導者はマッチの管理を行うこと。 

・ 板を焼き始める時には、周りに燃え移りやすいものがないか(特に新聞紙、落ち葉)確認して行うこと。 

・ 鉄缶の設置は、隣り合った班と３ｍ程度間隔を取るようにして、坂の上り方向に鉄缶の口が向くように置

く。強風のもとで実施する場合は、できる限り鉄缶どうしの間隔を広げて活動すること。 

・ ナイロン素材の服は、火の粉が飛んで穴があくことがあるので好ましくない。天候によりやむを得ず着用

する場合は、十分に火気に注意すること。 

 

（３）施設運営上の留意点 

・ 板を配った段階で板に割れがあれば交換を受け付ける。ただし板を焼いた段階での割れに関しては交換す

ることができないので注意する。 

 ・ 欠席等の理由で焼き板を行わない場合は職員に板等を返却すること。その場合、料金は徴収しない。 

 ・ ポスカを使用する時は、施設の備品に付かないように新聞紙等を敷いて行う。使用していて薄くなった物  

  は新しい物と交換する。 

・ 活動終了後、完成した焼き板は新聞等に包み持ち運ぶ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

野外活動棟軒下・・・３５名程度  第１調理場・・・３５名程度 

雨天炊事場・・・上段／下段各３５名程度 



６ 活動指導資料 

 

 

 

分 
活動内容 指導者の支援 センター職員の支援 

０ センター職員による全体説明（小集会場 雨天：野外活動棟ホール） 

１５ ・鉄缶と用具セットの受け取り 

(鉄缶係、用具係 各１名ずつ) 

・各貸出し物について説明 

・貸出し数の確認(用具係) 

・発注した板の枚数や割れの確認 

・鉄缶係に鉄缶の配置場所の指示 

・用具係への説明（野外活動

棟クラフト室前） 

・鉄缶係への説明（野外活動

棟前） 

４０ ・野外炊事場の坂の両端に鉄缶

を設置し、板を焼く 

・焼いた杉板をたわしでけず

り、布で拭き仕上げる  

・炊事場付近で安全管理 

・目玉、ヒートン、ひも、ポスカ

の準備 

・使い終わった道具から道具箱に

戻すよう指導する 

・炊事場付近で安全管理 

・使い終わった鉄缶から安全

な場所に移動させる 

８０ ・炊事場のテーブルに移動して

目玉、ヒートン、ひもの取り

付け 

・ポスカで着色 

・目玉、ヒートン、ひもを配布 

・ポスカの配布 

・きりでヒートンの予備穴を開け

る 

 

・野外活動棟付近で用具点検

の準備 

１００ ・用具の数を確認し、返却 

 

・用具の確認指導 

 

・野外活動棟クラフト室前で

用具の点検 

・灰捨て場で鉄缶の受け取り 

１２０ 片付け・用具の返却 

解散 


